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特派員のページ小

こ

林
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こうかまちかど
特派員

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と

　
昨
年
10
月
に
プ
ラ
ラ
で
公
演
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル「
す
ず
か
御
前
」を
観
て
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
観
た
う

た
や
、
お
ど
り
、
道
具
、
衣
裳
、
そ
し
て
音
楽
と
脚
本
、
そ
の
全
て
に
つ
く
り
手
の
思
い
を
感
じ
、
よ
り
多
く
の
方
に
そ
の

素
晴
ら
し
さ
を
お
伝
え
で
き
た
ら
と
今
回「
N
P
O
法
人
甲
賀
文
化
輝
き
」を
訪
ね
て
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地域市
民セン

ター

西東
北南

西東
北南

西東
北南

　
宮
地
区
自
治
振
興
会
で
は
甲
南
公
民
館
の
協
力
を
得
て
、
こ

れ
ま
で
に
集
ま
っ
た
古
い
農
具
や
生
活
用
品
の
一
部
を
、
忍
の

里
プ
ラ
ラ
二
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
紹
介
す
る
特
別
展
を
行
い
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、
甲
賀
市
と
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
る「
地
域
課
題

解
決
の
た
め
の
提
案
型
モ
デ
ル
事
業
」の
成
果
の
一
部
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
企

画
し
た
も
の
で
、
地
域
の

歴
史
を
見
つ
め
な
お
し
、

ま
た
は
新
し
く
学
ぶ
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
の
宮
地
区

の
進
む
べ
き
方
向
を
見
定

め
る
材
料
の
ひ
と
つ
に
位

置
づ
け
て
い
ま
す
。
今
後

も
こ
う
し
た
地
域
の
宝
を

活
か
し
て
様
々
な
事
業
へ

の
展
開
を
計
画
し
て
い
ま

す
。 宮

地
区
回
顧
展
を
プ
ラ
ラ
で
開
催

▲プララに設置された特別展

「かしわぎ塾人権講座
第２講」を開催

●柏木地域市民センター

　
２
月
15
日
、
柏
木
公
民
館
に
お
い
て
、
人
権
講
座
第
２
講
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
柏
木
地
区
人
権
教
育
推
進
協
議
会
と
か
し
わ
ぎ
自
治
振

興
会
の
両
者
で
企
画
運
営
さ
れ
た
も
の
で
、
テ
ー
マ
を「
身
近
な
人
権
と

県
民
意
識
」と
題
し
て
、
地
元
の
教
職
員
を
講
師
に
招
き
、
貴
重
な
経
験

談
を
交
え
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
滋
賀
県
が
実
施
さ
れ
た
人
権
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
報
告

書
の
説
明
を
中
心
に
、
参
加
者
を
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
意
見
交

換
を
行
な
う
な
ど
参
加
型
の
学
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
身
の
ま
わ
り
に
あ
る
身
近
な
人
権
に
つ
い
て
、
改
め
て
考
え
る
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

油日学区のいにしえの
歴史を巡る

●油日地域市民センター

　
３
月
８
日
、
油
日
自
治
振
興
会
主
催
の「
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」が
開
催
さ
れ
、
約
30
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
回
目
と
な
る
今
年
は
、
上
野
区
か
ら
油
日
区
の
寺
社
や
城
跡
を

巡
り
ま
し
た
。
油
日
学
区
に
は
数
多
く
の
城
跡
が
あ
り
、
歴
史
フ
ァ

ン
な
ど
観
光
に
訪
れ
る
人
や
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
さ
れ
る
人
も
年
々

増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
年
、
地
域
振
興
部
で
は
従
来
作
成
し
た
散
策
マ
ッ
プ

に
、
あ
ら
た
に
城
跡
を
加
え
、
充
実
し
た
内
容
の
マ
ッ
プ
を
作
成
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る
季
節
に
、
皆
さ
ん
も
散
策
マ
ッ
プ
を
活
用

し
て
、
油
日
学
区
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
甲
南
第
三
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

防
災
訓
練
、
徒
歩
で
避
難
所
に

　
上
朝
宮
区
の
防
災
訓
練
が
３
月
９
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
来
年
は
自
治
振
興
会
主
催
で
、
朝
宮
学
区
全
体
で
の
開
催

も
検
討
さ
れ
て
い
て
、
当
日
は
振
興
会
役
員
数
名
も
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　
朝
９
時
ち
ょ
う
ど
に
区
内
の
サ
イ
レ
ン
で
、
参
加
者
が
各

家
か
ら
近
く
の
一
次
避
難
所
に
徒
歩
で
参
集
し
点
呼
を
受
け

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
実
際
に
消

火
栓
を
使
う
訓
練
や
、

消
防
署
職
員
に
よ
る
救

急
救
命
講
習
な
ど
を
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

振
興
会
で
訓
練
が
実

施
さ
れ
、
さ
ら
に
地
域

の
み
な
さ
ん
の
防
災
意

識
が
高
ま
り
、
安
心
・
安

全
の
ま
ち
に
な
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。

▲油日学区を巡る一行

▲少人数グループでご意見交換

●
朝
宮
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー▲消火栓を使った訓練

NPO法人「甲賀文化輝き」
　地域の伝説をもとに脚色して、住んでいる地域の良さを観
てる人、出演する人、支える人が一体となって感じることが
できる演技だけではない“総合芸術”としてのミュージカルを
めざしています。
　後世に伝え、残すためにヒヤリング、資料集めから現地視
察など、３～４年の時間をかけ、台本ができ、一般公募でキャ
スト・スタッフを募り公演となります。
　昨年度は「すずか御前」今年度は「青い目の人形」です。ぜひ、
皆さんもキャストやスタッフとして参加してみてくださいね。

『すずか御前』
－昨年度のミュージカル－

『青い目の人形』
－今年度のミュージカル－

　激しく、切ない感情のすずか御前を
演じきった主役お２人にお話しをきく
ことができました。
浅利由香さん
　好きなミュージカルに子どもと一緒
に参加して共通の話題もでき、世代の
異なるみんなで作品を作りあげた達成
感がこみあげてきます。そして、うれ
しい感想をいただいてまた次へと続け
ていく力となっ
ています！

林真理奈さん
　初めての役柄
で課題が大きかった分感動が大きく、
想いもよらない自分に出会えました。
人の支えがあってこその自分だと実感
しました。

　現在も実在するお人形にまつわる平
和と命の尊さを描く感動のお話しです。

今回の取材をとおして…
　たずさわる人一人ひとりが地域とそこに住む人のつながりを大切にして、
取り組まれているので伝える側、観る側の境をこえて共感できる作品となっ
ているのだと感じました。
　耕心文化サークルから感性開発サロンそして、NPO法人へと発展してこ
られ、過日その功績をたたえて県から表彰を受けられました。
　つながることで生み出される大きな感動を手にしたい方、ぜひ参加して
みてはいかがでしょうか！？

応募〆切
４月15日（火）

ミュージカルのキャスト・
スタッフを大募集！！

ご応募・問い合わせ先

☎／ 86-4185
携帯電話　090-8654-5603

NPO法人　甲賀文化輝き
ミュージカル「青い目の人形」事務局

Eメール　cocomatusima@mcv.zaq.ne.jp

〒520-3326
甲賀市甲南町耕心２-1035-236
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